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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年4月30日(2010.4.30)

【公開番号】特開2008-233293(P2008-233293A)
【公開日】平成20年10月2日(2008.10.2)
【年通号数】公開・登録公報2008-039
【出願番号】特願2007-69970(P2007-69970)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  21/10     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/64     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ  21/10    　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ   5/64    ５０１Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月16日(2010.3.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開放された前面にスクリーンが取り付けられた筐体内に、光源からの照明光をライトバ
ルブにより変調し、投射光学系により前記スクリーンの背面に拡大投射する投射ユニット
を備えており、前記投射ユニットより投射される光線は、前記投射光学系の一枚或いは複
数枚の反射ミラーを介して、前記スクリーン背面に対して、画像の中心を通る光線である
中心光線が９０度以外の角度で入射する背面投射型表示装置において、
　前記投射ユニットは投射倍率補正部材に搭載されており、
　前記投射倍率補正部材は、第１の部材と第２の部材とを有し、
　前記第１の部材は、前記中心光線と平行な方向へ移動させての前記第１の部材の取り付
け直しを可能にする第１の補正機構を介して筐体に取り付けられており、
　前記第２の部材は、前記投射ユニットから前記反射ミラーを介さずに拡大投射された結
像面の法線と平行な方向へ移動させての前記第２の部材の取り付け直しを可能にする第２
の補正機構を介して前記第１の部材に取り付けられており、
　前記投射ユニットは前記第２の部材に取り付けられていることを特徴とする、背面投射
型表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記した背景技術の課題を解決するための手段として、本発明の背面投射型表示装置は
、
　開放された前面にスクリーンが取り付けられた筐体内に、光源からの照明光をライトバ
ルブにより変調し、投射光学系により前記スクリーンの背面に拡大投射する投射ユニット
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を備えており、前記投射ユニットより投射される光線は、前記投射光学系の一枚或いは複
数枚の反射ミラーを介して、前記スクリーン背面に対して、画像の中心を通る光線である
中心光線が９０度以外の角度で入射する背面投射型表示装置において、
　前記投射ユニットは投射倍率補正部材に搭載されており、
　前記投射倍率補正部材は、第１の部材と第２の部材とを有し、
　前記第１の部材は、前記中心光線と平行な方向へ移動させての前記第１の部材の取り付
け直しを可能にする第１の補正機構を介して筐体に取り付けられており、
　前記第２の部材は、前記投射ユニットから前記反射ミラーを介さずに拡大投射された結
像面の法線と平行な方向へ移動させての前記第２の部材の取り付け直しを可能にする第２
の補正機構を介して前記第１の部材に取り付けられており、
　前記投射ユニットは前記第２の部材に取り付けられていることを特徴とする。
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